内弟子稽古

朝の９時から１０時半ぐらいまで、内弟子だけの稽古がある。最高師範の直接指導で、息をガンガン上げ、汗ビッショリになる、一日で一番厳しい稽古である。まず各自での柔軟体操が終わると、前蹴上から始まる。３分ｘ３ラウンド。１ラウンド目はウォーミングアップで身体を慣らしていくが、２つ目からはビュンビュン?と足を上げる。ラスト３０秒はスパートだ。

その後は、その時の稽古のテーマによって内容が変わる。正拳・前蹴り・回蹴り・ステップ…などの技を２週間から４週間ぐらい、その技を中心に、他の技とのつながりも入れて繰り返し１つの技を追っていく。だいたい二人一組で分厚いチェストプロテクターやアームガードなどを持ち、ガンガンと突いたり蹴ったりする。１ラウンド３分から５分で、４ラウンドぐらいで攻守交替する。試合前に本当に追い込んでやる時は、パートナーの唇が酸欠で紫色になったものだ。私の色は自分では見えないので知らない。

正拳の稽古だと、こんな内容になることがある。と言っても、同じ正拳でも半年後にやると稽古の仕方が変わるので、違ったメニューになる。

１ラウンド　遠間での正拳

２ラウンド　近間での正拳

３ラウンド　遠間・近間を自分でコントロールして正拳

４ラウンド　パートナーが間合いを潰したり、外したりする中で正拳

タイミングや間合や角度をしっかり取るよう最高師範より常に注意される。力の強弱や緩急、どこを狙うか、どういう風に相手の意識を釣るかなども考える。いや、考えるようなゆったりした時間はない。身体で感じるまで繰り返す。
ラウンドの合間、時には最中に最高師範の注意・アドバイスが飛ぶ。教える方も教えられる方も体も心もエキサイトしていき声も大きくなる。

４ラウンドほどで交替となるが受ける方もただボーっと休んでいる訳ではない。相手の技のタイミングや間合を読み、技を受けているという集中力をもってやる。お互いのラウンドが終わると、限定した突きの組み手とか、蹴りも入れたフリーの組手をしたり、もう一度チェストガードやアームガードを付け、膝蹴りや下段回蹴り、外回など、突きの間合から蹴りやすい蹴り技を入れての稽古となることもある。電話帳をガムテープでぐるぐる巻きにした特性のマキワラで正拳を鍛える事も多い。最後はストレッチをしっかりやって終わる。アラバマは５月の末に３０度の気温の日がよくある暑いところなので、いつもＴシャツと道着パンツは汗で水を打ったようになる。

内弟子卒業後、チェルシーに自分の道場をオープンしてもらい、時々本部のホームウッドに顔を出していたが、１、２年経った頃、トーナメントの打ち合わせか何かで、めずらしく朝の内弟子稽古に寄ってみた。丁度、稽古も終盤にかかった頃だったが、見ていてちょっと驚いた。全然動きが止まらないのだ。しかも一発一発が重い。

昔、内弟子稽古に時々参加していた一般生徒のおじさんが、私達を「アニマル」と呼んでいたが、そんな感じがうなずけた。５分間、重い突き・蹴りが続く、ただ単に息を上げる連打の稽古ではないので、時には技を出さずに間合を取ったり、タイミングを計っている時もあるのだが、集中力は途切れず、いつでも入っていける構えであった。私も１、２年前まではこんなに動いていたの？と驚いた。

私はここ５、６年、ブラジリアン柔術も週に１、２回稽古しており、最近、どうにかこうにか紫帯に昇級させてもらったのだが、私は疲れてきても、あまり顔色を変えず息も荒れないので、一緒に稽古する人達は「テツは疲れない」というレピテ―ションが出来てしまった。本当は疲れてヘトヘトの時もあるのだが、そうは見えないらしい。

やはり、昔、内弟子稽古でガンガン絞られて、表情を変えず息をおさえる稽古をやっていた預金がまだあるのだろう。でも最近は４０歳も２つほど超え、ごまかすのも段々大変になってきている気がする…。いや、まだまだこれからである。　　押忍！
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